様式第4号(第8条関係)

愛荘町緊急通報システム事業利用承諾書

年　　月　　日
　　愛荘町長
　
利用者　住所　愛荘町
氏名　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
緊急通報装置を利用するに当たり、下記のことについて承諾します。

記

1 緊急通報を発し、確認電話に応答のない場合には、協力員・関係機関等の職員が住宅内に立ち入ること。
2 緊急時に協力員・関係機関等の職員が住宅内に立ち入る場合、必要かつやむを得ない行為により住宅等の一部に受けた損害については、その損害の責任は求めない。
3 自己の過失により、機器の紛失、または機器に損害を加えた場合は、その実費を負担すること。
4 緊急通報システムの利用中に発生した事故については、故意または重大な過失によるものを除き、町長、受信センターおよび協力員には、その責任は求めない。
5 緊急通報装置及びその他機器を設置する際、住宅にビス穴等、壁に穴が開くことを了承すること。なお、撤去時の原状回復について、愛荘町および受託事業者へ責めを一切請求しないこと。
6 ＮＴＴアナログ回線以外の電話回線（光回線等）を利用したシステム（固定型機器）を利用した場合に、以下の不具合が発生しても愛荘町および委託事業者に一切申立てをしないこと。 
(1) 緊急ボタンや相談ボタンが起動しない、保守通報（停電・バッテリー切れ・復電通報等）が実施されない、インターネットの接続スピードが落ちる、電話の音声に雑音が生じる等の電話回線による障害が生じ、通常のサービスが提供されない場合があること。 
(2) 停電時には電話が不通となり、緊急通報システムが使用不可になること。 
7 携帯電話回線を使用したシステム（モバイル型機器）の場合、以下の事項に承諾すること。 
(1)携帯型装置の使用方法（充電・受発信方法）を理解し、利用すること。 
(2)機器の電池切れ、屋外での通報、屋内の通信ができない場所からの通報等、機器が使用できない状態で発した通報には対応できないこと。 
(3)通信会社の通信障害などで利用できない場合があること。
